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「支え合う地域づくりで減災を目指す」
　8 月 30 日、上田市防災訓練が行われました。武石地域では、広域避難所で
ある築地原トレーニングセンターを主会場に行われました。初めに各自治
会公民館への一時避難訓練が行われ、その後、広域避難所にて水消火器に
よる初期消火訓練、AED 取扱訓練、浄水器使用訓練、日赤奉仕団による炊
き出し訓練等が行われました。武石全域から参加した皆さんは、熱心に訓
練に取り組んでいました。
　中島自治会では、広域避難所での訓練終了後、自治会独自で訓練を行い
ました（下側の写真）。依田窪南部消防署員の指導による水消火器訓練と上
田市消防団武石東部分団による消火栓訓練が行われました。参加した皆さ
んは、署員や消防団員の説明を真剣に聞き、分からないことは質問をして、
積極的に訓練に取り組んでいました。

▼目次
P1　表紙
P2　武石夏祭り
P4　武石話題 PickUp
P6　武石公民館だより等
P7　武石地域協議会活動日誌等
P8　たけし子育て親育ち日記等

～お母さんにお聞きしました～
たけし子育て親育ち日記 ⑧

　2歳を過ぎて、おしゃべりが上手になり、毎日の会話が楽
しくなりました。最近は、ごっこ遊びができる様になり、アン
パンマンごっこを一緒にします。ぬいぐるみとおしゃべりし
ている姿はとてもかわいいです。一方、自己主張もでてき
て、気に入らないとすごく泣くので、困ってしまうこともあり
ますが、「ママ大好き。」この魔法の様な一言で、また明日も
がんばろうと思わせてくれます。「○○したい！」「○○でき
た！」、力いっぱいの笑顔と大きな声で言ってくる姿を見る
と、成長したなあ、うれしいなあ、と思います。
　身体を動かすことが大好きで、近所を散歩することが日
課です。武石は自然が豊かでお花や虫を見つけて歩くのが
とても楽しいです。児童館では、家ではできない遊びができ
るし、ゆっくり子どもと向き合うことができるとても良い場
所で、子どもにとっても、先生やお友達と接することができ
て、良い刺激になります。また、同じ悩みをもつお母さんた
ちと交流し合えるとてもありがたい所だと思います。
　家族の支えがあって毎日の子育てが出来ることに感謝し
ながら、親も一緒に成長していきたいです。

　この夏も、武石地域各地でさ
まざまなイベントが開催され、皆
さまが御活躍されている様子を
取材させていただきました。特に
夏祭りは多くの方で賑わい大盛
況で、初めて参加させていただい
た私は、大変感動しました。

　  〈青井〉

▽編集後記▽

桜井  麻子 さん （七ヶ）

　　  結愛 ちゃん （２歳７か月）
ゆ　 あ

あ さ こ

自由遊び、課題遊びの時間があり、保育士がいろいろな遊びを紹介します。
開催日

  9月25日㈭

１１月13日㈭

ミニ運動会

いも掘り＆お散歩

9月26日㈮
10月14日㈫
11月28日㈮

料理白玉だんご作り
親子で運動遊び
みんなで音楽会

サーキット
お芋のおやつ

帽子・シャベル・軍手・
長ぐつ・ビニール袋

皿・フォーク

タオルなど

10月 ９ 日㈭

内　　容

開催日 内　　容

持ち物

★時間・・・午前10時～11時30分 　★場所・・・武石児童館

未就園児のあそびの
　　　　　  広場のお知らせ♪あそびの教室

※日時、遊びの内容、
　持ち物等は変わることが
　ありますので、オフトーク
　をお聞きください。

武石児童館に集まったお友だちと一緒にさまざまな遊びを体験します。
♪わくわく広場

９～11月

▼武石のひとの動き▼
人口　3,716 人
男　1,819 人 ／ 女 1,897 人
世帯数　1,438 戸

（平成 26 年 9 月 1 日現在）
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第
33
回
信
州
う
え
だ

親善大会結果（敬称略）
囲　碁

優　勝　横堀鶴雄
準優勝　池内恒雄
第３位　野村松太郎

ソフトテニスダブルス

【中学生以上・一般】
優　勝　水沢英世
準優勝　飯田秀範
第３位　宮原栄子

【会　員】
優　勝　小沢今朝利
準優勝　内田節子
第３位　池内うよ子

【一　般】
優　勝　清住翔太/滝沢雅博
準優勝　小林光則/西川裕幸
第３位　小池幸太朗/依田瑛葵

【ジュニア】
優　勝　木下大愛/直井祐宇斗
準優勝　尾美　翼/下村　輝
第３位　小山優香/依田琉希

　
今
回
で
33
回
目
と
な
る
武
石
夏
祭
り
が
、
８
月
12
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
12
日
は
降
雨
の
た

め
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
屋
外
か
ら
武
石
公
民
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
へ
変
更
し
て
、
予
定
ど
お
り
午
後
３
時
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
総
合
司
会
は
吉
本
興
業
の
「
も
う
中
学
生
」
さ
ん
と
「
こ
て
つ
」
の
河
合
武
俊
さ
ん
が
務

め
、
お
祭
り
を
大
い
に
盛
り
あ
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
午
後
４
時
頃
に
な
る
と
、
雨
も
上
が
り
屋
外
の
お
祭
り
広
場
へ
と

会
場
を
移
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
盛
り
沢
山
の
内
容
で
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
夜
ま
で
続
き
ま
し
た
。
ま

た
、
焼
鳥
、
綿
ア
メ
な
ど
多
く
の
店
が
出
店
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
真
夏
の
お
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
し

て
、
最
後
に
鮮
や
か
な
色
と
り
ど
り
の
花
火
が
お
祭
り
広
場
と
堀
之
内
河
川
敷
の
２
箇
所
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
、
こ
の

日
の
お
祭
り
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
14
日
に
は
武
石
森
林
公
園
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
無
料
開
放
、
親
善
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
親
善
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
行
わ
れ
、
15
日
に
は
親
善
囲
碁
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
両

日
の
夜
に
は
お
祭
り
広
場
で
や
ぐ
ら
を
囲
ん
で
の
盆
踊
り
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
夏
祭
り
に
は
帰
省
さ
れ
た
方
も
加
わ

り
、
世
代
を
超
え
て
親
睦
を
深
め
、
お
盆
の
ひ
と
時
を
楽
し
む
良
い
交
流
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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も
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に
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も
加
わ
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、
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を
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の
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の
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。
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武石の話題

★ PickUp ★

　６月４日、武石保育園の園児たちが、サツマイモの苗植えを体験しました。武石生活改善グループの皆さんが園児た
ちを指導する農業体験で、今年で 25 回目を迎えます。
　この日、武石保育園の園児が組ごとに畑を訪れました。園児たちは指導をよく聞き、苗植え、藁入れ、水くれの作業
に一生懸命に取り組んでいました。サツマイモは秋にまた園児たちが収穫し、焼イモにしてみんなでおいしくいただく
予定です。

　上田市交流文化芸術センター平成 26 年
度芸術家ふれあい事業の一環で、Black 
Bottom Brass Band が、武石地域に招かれ
ました。同バンドは、1993 年関西で結成さ
れ、トランペット、トロンボーン、アルトサッ
クス、テナーサックス、スーザフォン、ス
ネアドラム、ベースドラムの 7 人編成です。
7 月 8 日には　武石小学校金管バンドへの
演奏指導が行われ、7 月 9 日には武石小学
校 5・6 年生へのミニコンサートが開催さ
れました。プロの指導を直接受けて、また
プロの演奏を間近で聞いて、児童たちは大
喜びでした。そして、7 月 12 日には、武石
公民館でコンサートが開催されました。会
場は満員の観客の歓喜に満たされ、コンサー
トは、大盛況でした。

　7 月 22 日、武石児童館子育て広場の催しで、七夕飾
り作りが行われました。子どもたちはお母さんと一緒
になって、星型の色紙に手形・足形をつけた飾りやス
イカの形をした飾りなどを作りました。親子でテープ、
のり、はさみ、マジックなどを上手に使って、飾り作
りに取り組みました。そして、それぞれの願いごとを
短冊に記し、願いが叶うようにとの思いをこめて、で
きあがった飾りと一緒に笹につけました。

願いを笹に  ～七夕飾り作り～ 元気にわっしょい  ～武石保育園夏祭り～

夏を満喫  ～ウォーターシューティング大会、ピザ焼き体験教室～

Black Bottom Brass Band （ブラック ボトム ブラス バンド） が武石へ

　７月 6 日、上堀グラウンドにおいて、
第 37 回上小消防ラッパ吹奏大会が開催
されました。武石東部・西部分団の団員
も出場し、すばらしい活躍をしました。

上小消防ラッパ吹奏大会

　7 月 18 日、武石保育園
で夏祭りが開催され、大
勢の園児とその家族で賑
わいました。初めに園児
たちが、おみこしを担い
でお祭りが始まりました。
園庭では、ボンボン釣り、
ボーリングなどが、園舎
内では、うちわ作り、く

　7 月 21 日、武石児童館の庭で、第
1 回ウォーターシューティング大会
が開催されました（主催：武石風土
つなぎ隊＝わがまち魅力アップ応援
事業＝）。各人が水鉄砲を持ち、相手
チーム陣地にある的や相手メンバー
の頭上の的を狙い撃ちしました。制
限時間内により多くの相手陣地の的
を撃ち抜いたチームの勝利となり、
頭上の的を撃ち抜かれた人は退場と
なります。大人と子供 25 名ほどが参
加し、Ａ～Ｅの 5 組に分かれて競技を
行いました。子どもたちは、「水鉄砲
遊びはよくするが、大勢でゲーム形
式でやるのは初めてでとても楽し
かった。」「ビリになってしまったけ
ど、友達と楽しめた。」といった感想
を話してくれました。
　大会後、大会参加者の多くは、近
くで宮下和美さん（上本入出身）が
開いていたピザ焼き体験教室に参加

じ引き、じゃんけんゲームなどが行われました。また、園舎の一室を巨大屋台村として、金魚釣り遊びなど様々なコーナー
が作られました。園児とその家族は大喜びで、お祭りを楽しんでいました。途中で雨が降ってきましたが、園児たちは
園舎内に移動し、元気に盆踊りをしてお祭りを締めくくりました。

しました。子どもたちは、宮下さんの指導を受けながら、ピザ生地を延ば
して具材を載せました。そして宮下さん自身で制作したピザ窯で焼いて完
成です。宮下さんは「自分で作ったものを自分だけで食べるのではなく、
6 等分してみんなで分け合って食べることが大切。」と話してくれました。
体を動かした後ということもあり、子供たちは自分で作ったピザを分け合
いながら、美味しそうに食べていました。

◆ラッパ団体の部（全10チーム）
・ 優勝　上田市消防団Ｂ（東部分団より2名出場）
・ ８ 位　上田市消防団Ａ（東部・西部分団選抜チーム）
◆ラッパ個人の部（全18名）
・ ８ 位　村岡　峻（西部分団）
・10位　近藤貴雄（西部分団）

大 会 結 果
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武石の話題

★ PickUp ★
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　武石ともしび博物館では明治時代から昭和50年ごろまでに武石地域とその周辺で撮影された写真を
集めています。写真は博物館の資料として保存するとともに、平成27年度の特別展で展示・紹介させて
いただく予定です。写真はアルバム・プリント・フィルム・デジタルデータのいずれの形でも結構です。
●募集する写真
　・ 地域の歴史やくらし、自然の移り変わりを物語る風景写真（自然景観・町並み・集落・田園・里山・道・川・鉄道・公共施設など）
　・ 土地開発にともなう景観の変化に関する写真（宅地・店舗・企業など）
　・ 地域や家庭の暮らしぶりが伝わる写真（服装・食卓・住まい・仕事・祭礼・子供の遊びなど）
　・ 地域の歴史的出来事に関する写真（記念行事・台風や地震などの自然災害）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ご提供いただく写真は、提供者本人が撮影したもの、または使用権を持つものとします。
●写真提供の条件
　ご提供いただいた写真は一度お借りして、複製を取ってお返しいたします。複製させていただいた写真は展示や印刷物への掲示、
　インターネットでの公開など、博物館のさまざまな活動に使用させていただきます。
●写真の提供方法　写真やアルバム、画像データを博物館へ直接お持ちいただくか、博物館までお電話でご連絡下さい。
●募集期間　2014年9月1日～12月26日　（定休日：月曜日と祝祭日の翌日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【連絡先】 武石ともしび博物館　上田市下武石1902-4　TEL 0268（85）2474

わがまち魅力アップ応援事業

武石の自然保全会議

武石地域の絶滅危惧のある動植物の所在を探しています。
　　　　　　　　　　　　【連絡先】 会長　宮原　文男さん　℡ 85-2136

　武石小学校水田の横、河川公園の隣にビオトープ（生物棲
息環境）の整備活動を進めています。この場所はかつての武
石村が新潟県小千谷市と提携してニシキゴイの水田養鯉を振
興した際、雪代水から鯉を守るため、豊富に湧き出していた
伏流水を活用した養鯉用溜枡もいくつかある10アールほど
の湿地です。溜枡も周囲の状況の変化で伏流水の減った今は
その機能はありませんが、比較的汚染の少ない場所です。水
路の整備が進んだ今、小川に棲む魚類や水辺植物は見当たり
ませんが、もし現存しているものがあればこの地に適合する
ものを収容保全したいと考えています。ここは小学校の用地
でもあり、児童生徒の自然への関心を持つきっかけや理科学
力のアップにもなればと思っています。

ゆきしろみず

せい

そく

ためます

す

●魚（どじょう類）
　・ホトケドジョウ（おかめどじょう）………… 小川にいる5センチメートルほどのドジョウ。
　・シマドジョウ（スナモグリ）………………… 文字どおり砂地の河川で泥のないところに棲息。
　・アカザ（さすり）……………………………… ナマズの小さな形のもので色はピンクで背びれに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鋭いトゲがあり、つかむとさされた。
●植物
　・日本薄荷（薄荷）……………………………… ハーブのミントは丸みを帯びているが細長い葉。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 薮合尻から上沖、メクトロン㈱の裏側の中村たんぼの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 水路や土手に自生していたと言う。

（　）内は、この地の呼び名

にほんはっか

むしのす

●虫巣
　・イボタカイガラムシ（イボタロウムシ）…… イボタ貝殻虫の糞でイボタの木に白い綿状の蝋が1～2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ミリメートルの厚さでアイスキャンディーのように木に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 巻きついて一見してわかる。虫巣の長さは5～25センチ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 メートル位で、戸障子の桟に塗り、滑りを良くした。

ふん ろう

さん

　
7
月
31
日
に
河
川
公
園
で
「
魚
の
つ
か

み
ど
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、

青
少
年
健
全
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
毎

年
行
わ
れ
、
約
１
０
０
名
の
小
学
生
が
参

加
し
ま
し
た
。
挨
拶
、
諸
注
意
を
聞
い
た

あ
と
、
待
ち
切
れ
な
か
っ
た
の
か
勢
い
良

く
川
に
入
り
、
家
族
の
「
ほ
ら
！
そ
こ
に

い
る
よ
。」
と
の
声
援
の
も
と
、
約
３
０
０

匹
の
虹
鱒
を
浅
瀬
へ
追
い
込
ん
だ
り
、
石

の
下
を
手
探
り
し
た
り
し
て
捕
ま
え
て
い

に
じ
ま
す

ま
し
た
。
苦
労
し
て
捕
ま
え
た
時
に
は
、
に
っ
こ

り
と
本
当
に
満
足
し
た
表
情
に
な
り
、
武
石
の
自

然
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

第
27
回 

武
石
公
民
館
長
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
27
回 

武
石
公
民
館
長
杯

　
　
　
　
　ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

★古い写真を集めています★★古い写真を集めています★ ～武石ともしび博物館～～武石ともしび博物館～
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９
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火
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ジ
ュ
ニ
ア

    

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

　
　

 

大
会
制
覇
を
報
告

　
去
る
6
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
上
田
夏
季
大
会
に
お
い
て
武

石
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
教
室
の
皆
さ
ん
が
優
勝
か
ら
3
位
ま

で
を
独
占
す
る
な
ど
快
挙
を
達
成
し
、

7
月
8
日
、
武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

長
を
表
敬
訪
問
し
て
大
会
の
報
告
を
し

ま
し
た
。

　
小
学
男
子
の
部
で
優
勝
し
た
岩
下
涼

真
君
と
橋
詰
晃
太
君
は
「
一
生
懸
命
練

習
し
た
こ
と
が
良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら

も
頑
張
り
た
い
。」
と
目
を
輝
か
せ
て

い
ま
し
た
。

　
7
月
10
日
、
武
石
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
第
27
回

武
石
公
民
館
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛

好
者
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

な
が
ら
楽
し
く
交
流
が
で

き
ま
し
た
。

【
小
学
男
子
の
部
】

　優

　勝

　
　
岩
下
涼
真
・
橋
詰
晃
太
ペ
ア

　準
優
勝

　
　
小
林
達
哉
・
直
井
祐
宇
斗
ペ
ア

　３

　位

　
　
木
下
大
愛
・
依
田
琉
希
ペ
ア

【
小
学
女
子
の
部
】

　ベ
ス
ト
８
に

　
　
山
崎
菜
都
・
杉
浦
あ
き
ペ
ア

　
　
下
村
　
輝
・
曲
尾
　
桜
ペ
ア

魚
の
つ
か
み
ど
り

　
３
つ
の
専
門
部
会
で

　
　
　
　
　
活
発
に
協
議

　
地
域
づ
く
り
の
調
査
研
究
を
進
め
る

た
め
、
第
３
回
目
の
協
議
会
か
ら
第
４

期
協
議
会
へ
の
申
送
り
事
項
を
踏
ま
え

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
活
発
に
協

議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
専
門
部

会
の
正
・
副
部
会
長
が
選
出
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
会
長
か
ら
話
し
合
わ
れ
た

概
要
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
武
石
地
域
全
域公

園
化
構
想
推
進
部
会

　
　
部 

会 

長
　
伏
見
　
貴
昭 

委
員

　
　
副
部
会
長
　
成
田
　
英
雄 

委
員

　
公
園
化
構
想
の
理
念
や
具
体
的
な
取

組
み
を
今
一
度
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を

作
成
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
武
石
の
四
季
折
々
の
「
私
の
お

気
に
入
り
の
場
所
」
の
写
真
等
を
募
り
、

地
域
へ
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
武
石
公

園
周
辺
や
河
川
の
景
観
の
整
備
、
松
く

い
虫
の
問
題
等
、
今
後
の
話
し
合
い
に

盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

◆
活
発
な
地
域
づ
く
り
部
会

〜
お
ら
ほ
の
武
石
づ
く
り
〜

　
　
部 

会 

長
　
樋
沢
　
一
幸 

委
員

　
　
副
部
会
長
　
新
井
　
敦
子 

委
員

　「
住
民
の
生
き
が
い
」「
武
石
の
魅
力
」

二
つ
の
柱
で
夢
の
あ
る
話
し
合
い
を
進

め
て
行
き
た
い
。
生
き
が
い
を
持
つ
こ

と
で
元
気
で
い
ら
れ
る
。
住
民
が
生
き

が
い
、
や
り
が
い
を
持
て
る
よ
う
な
地

域
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
。
武
石

地
域
の
魅
力
は
、
水
と
土
。
地
域
の
良

い
と
こ
ろ
を
探
し
て
外
か
ら
人
を
呼
べ

る
地
域
に
し
て
い
き
た
い
。

武
石
地
域
協
議
会 

活
動
日
誌

地
域
振
興
課

問

No.45

第
４
回

７
月
16
日
開
催

第
５
回

８
月
20
日
開
催

◆
武
石
地
域
経
営
会
議
設
立
に
向
け
た

　調
査
研
究
部
会

　
　
部 

会 

長
　
児
玉
　
卓
文 

委
員

　
　
副
部
会
長
　
柳
沢
　
裕
子 

委
員

　
地
域
内
分
権
推
進
の
た
め
、
武
石
地

域
に
ふ
さ
わ
し
い
住
民
自
治
組
織
の
あ

り
方
の
協
議
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
、
他
地
域
、
他
市
等
の
実
態
を
学
習

し
て
い
き
た
い
。
５
年
後
、
10
年
後
の

武
石
の
将
来
を
見
据
え
て
、
ど
の
よ
う

な
組
織
で
、
人
材
で
、
ど
の
よ
う
な
権

限
を
持
っ
て
会
議
、
組
織
を
つ
く
る
の

か
討
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

℡
85-

2
8
2
4

　
信
州
山
の
日
制
定
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
美
ヶ
原
高
原
サ
サ
刈
り
を
、

10
月
４
日（
土
）に
実
施
し
ま
す
。レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
誇
る
群
生

地
が
復
活
で
き
る
よ
う
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
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　武石ともしび博物館では明治時代から昭和50年ごろまでに武石地域とその周辺で撮影された写真を
集めています。写真は博物館の資料として保存するとともに、平成27年度の特別展で展示・紹介させて
いただく予定です。写真はアルバム・プリント・フィルム・デジタルデータのいずれの形でも結構です。
●募集する写真
　・ 地域の歴史やくらし、自然の移り変わりを物語る風景写真（自然景観・町並み・集落・田園・里山・道・川・鉄道・公共施設など）
　・ 土地開発にともなう景観の変化に関する写真（宅地・店舗・企業など）
　・ 地域や家庭の暮らしぶりが伝わる写真（服装・食卓・住まい・仕事・祭礼・子供の遊びなど）
　・ 地域の歴史的出来事に関する写真（記念行事・台風や地震などの自然災害）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ご提供いただく写真は、提供者本人が撮影したもの、または使用権を持つものとします。
●写真提供の条件
　ご提供いただいた写真は一度お借りして、複製を取ってお返しいたします。複製させていただいた写真は展示や印刷物への掲示、
　インターネットでの公開など、博物館のさまざまな活動に使用させていただきます。
●写真の提供方法　写真やアルバム、画像データを博物館へ直接お持ちいただくか、博物館までお電話でご連絡下さい。
●募集期間　2014年9月1日～12月26日　（定休日：月曜日と祝祭日の翌日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【連絡先】 武石ともしび博物館　上田市下武石1902-4　TEL 0268（85）2474

わがまち魅力アップ応援事業

武石の自然保全会議

武石地域の絶滅危惧のある動植物の所在を探しています。
　　　　　　　　　　　　【連絡先】 会長　宮原　文男さん　℡ 85-2136

　武石小学校水田の横、河川公園の隣にビオトープ（生物棲
息環境）の整備活動を進めています。この場所はかつての武
石村が新潟県小千谷市と提携してニシキゴイの水田養鯉を振
興した際、雪代水から鯉を守るため、豊富に湧き出していた
伏流水を活用した養鯉用溜枡もいくつかある10アールほど
の湿地です。溜枡も周囲の状況の変化で伏流水の減った今は
その機能はありませんが、比較的汚染の少ない場所です。水
路の整備が進んだ今、小川に棲む魚類や水辺植物は見当たり
ませんが、もし現存しているものがあればこの地に適合する
ものを収容保全したいと考えています。ここは小学校の用地
でもあり、児童生徒の自然への関心を持つきっかけや理科学
力のアップにもなればと思っています。
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す

●魚（どじょう類）
　・ホトケドジョウ（おかめどじょう）………… 小川にいる5センチメートルほどのドジョウ。
　・シマドジョウ（スナモグリ）………………… 文字どおり砂地の河川で泥のないところに棲息。
　・アカザ（さすり）……………………………… ナマズの小さな形のもので色はピンクで背びれに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鋭いトゲがあり、つかむとさされた。
●植物
　・日本薄荷（薄荷）……………………………… ハーブのミントは丸みを帯びているが細長い葉。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 薮合尻から上沖、メクトロン㈱の裏側の中村たんぼの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 水路や土手に自生していたと言う。

（　）内は、この地の呼び名

にほんはっか

むしのす

●虫巣
　・イボタカイガラムシ（イボタロウムシ）…… イボタ貝殻虫の糞でイボタの木に白い綿状の蝋が1～2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ミリメートルの厚さでアイスキャンディーのように木に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 巻きついて一見してわかる。虫巣の長さは5～25センチ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 メートル位で、戸障子の桟に塗り、滑りを良くした。
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地域自治センターだより地域自治センターだより

「
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
武
石
」
へ
の
ご
意
見
や
話
題
を
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル

（ttiiki@
city.ueda.nagano.jp

）
な
ど
で
地
域
振
興
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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「支え合う地域づくりで減災を目指す」
　8 月 30 日、上田市防災訓練が行われました。武石地域では、広域避難所で
ある築地原トレーニングセンターを主会場に行われました。初めに各自治
会公民館への一時避難訓練が行われ、その後、広域避難所にて水消火器に
よる初期消火訓練、AED 取扱訓練、浄水器使用訓練、日赤奉仕団による炊
き出し訓練等が行われました。武石全域から参加した皆さんは、熱心に訓
練に取り組んでいました。
　中島自治会では、広域避難所での訓練終了後、自治会独自で訓練を行い
ました（下側の写真）。依田窪南部消防署員の指導による水消火器訓練と上
田市消防団武石東部分団による消火栓訓練が行われました。参加した皆さ
んは、署員や消防団員の説明を真剣に聞き、分からないことは質問をして、
積極的に訓練に取り組んでいました。

▼目次
P1　表紙
P2　武石夏祭り
P4　武石話題 PickUp
P6　武石公民館だより等
P7　武石地域協議会活動日誌等
P8　たけし子育て親育ち日記等

～お母さんにお聞きしました～
たけし子育て親育ち日記 ⑧

　2歳を過ぎて、おしゃべりが上手になり、毎日の会話が楽
しくなりました。最近は、ごっこ遊びができる様になり、アン
パンマンごっこを一緒にします。ぬいぐるみとおしゃべりし
ている姿はとてもかわいいです。一方、自己主張もでてき
て、気に入らないとすごく泣くので、困ってしまうこともあり
ますが、「ママ大好き。」この魔法の様な一言で、また明日も
がんばろうと思わせてくれます。「○○したい！」「○○でき
た！」、力いっぱいの笑顔と大きな声で言ってくる姿を見る
と、成長したなあ、うれしいなあ、と思います。
　身体を動かすことが大好きで、近所を散歩することが日
課です。武石は自然が豊かでお花や虫を見つけて歩くのが
とても楽しいです。児童館では、家ではできない遊びができ
るし、ゆっくり子どもと向き合うことができるとても良い場
所で、子どもにとっても、先生やお友達と接することができ
て、良い刺激になります。また、同じ悩みをもつお母さんた
ちと交流し合えるとてもありがたい所だと思います。
　家族の支えがあって毎日の子育てが出来ることに感謝し
ながら、親も一緒に成長していきたいです。

　この夏も、武石地域各地でさ
まざまなイベントが開催され、皆
さまが御活躍されている様子を
取材させていただきました。特に
夏祭りは多くの方で賑わい大盛
況で、初めて参加させていただい
た私は、大変感動しました。

　  〈青井〉

▽編集後記▽

桜井  麻子 さん （七ヶ）

　　  結愛 ちゃん （２歳７か月）
ゆ　 あ

あ さ こ

自由遊び、課題遊びの時間があり、保育士がいろいろな遊びを紹介します。
開催日

  9月25日㈭

１１月13日㈭

ミニ運動会

いも掘り＆お散歩

9月26日㈮
10月14日㈫
11月28日㈮

料理白玉だんご作り
親子で運動遊び
みんなで音楽会

サーキット
お芋のおやつ

帽子・シャベル・軍手・
長ぐつ・ビニール袋

皿・フォーク

タオルなど

10月 ９ 日㈭

内　　容

開催日 内　　容

持ち物

★時間・・・午前10時～11時30分 　★場所・・・武石児童館

未就園児のあそびの
　　　　　  広場のお知らせ♪あそびの教室

※日時、遊びの内容、
　持ち物等は変わることが
　ありますので、オフトーク
　をお聞きください。

武石児童館に集まったお友だちと一緒にさまざまな遊びを体験します。
♪わくわく広場

９～11月

▼武石のひとの動き▼
人口　3,716 人
男　1,819 人 ／ 女 1,897 人
世帯数　1,438 戸

（平成 26 年 9 月 1 日現在）


